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取組 成果 取組 成果

※項目例
・退校目標時間、ノー残業　デー等
の設定
・教員のタイムマネジメント力の向
上
・人財の効果的活用
・地域行事等への参加の工夫等
・部活動の適正化
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○予算がある学校は更なる新しいプログラムを計画、実行してい
く。施設のみの学校については、地域団体との連携を更に深
め、人財の確保を目指す。

○一人一人の児童・生徒の宣言が、日常的に意識できるよう、
学園全体の保護者に広めていくようにしたい。次年度以降も、学
園での取組みを周知する広報活動の工夫があるとよい。

○今年度の取り組みを事例としてとらえ、次年度はイベント的な
もの以外にも日常的な学習活動で連携できるようにしていく。

○承認事項とのバランスを考えながら、引き続き協議時間を確
保する。特に、ジョイナスの活動について、理解を深められるよう
にする。

学園評価　※学園内で統一記述

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること

○あいさつの日常化に代表される「地域の子どもを地域で育てる」意識を、保護者・地域・学校でもてるよう、
スクール・コミュニティの推進を図る。
○個別最適な学びと協働的な学びを推進し、主体的・対話的で深い学びの実現へ向けた授業改善に引き
続き取り組む。
○道徳教育の充実に加え、交流活動を児童・生徒、地域とも日常的に連携し、温かい人間関係の醸成を図
る。

今年度の重点目標
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4月当初からデジタル・シティズンシップ教育について検討してきて
いる。8月1日に連雀学園の熟議を実施し、2学期当初に一中生徒
会がまとめた四つの約束を各校で確認し、11月に振り返りを行い、
その結果をもって12月17日の三鷹市の熟議に参加する。全児童が
振り返りを行ったことが、宣言したことと同意だと捉えている。
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毎週水曜日は定時退庁日として意識させてきた。また必要以上に
残って仕事をしないことも浸透してきている。ここまで、注意喚起する
ことはない。年間を通すと、時間外在校時間が45時間をこえる教員
の割合は40%未満である。(月に45時間・・1日あたりの時間外2時間
程度）

妥当：１３件、妥当ではない：１件、無回答：１件
・少しづつ改善されていることがわかります。先生方の努力がうかが
われます。
・時間外ではないと対応できない家庭などあると思われる。また一部
の職員に超過が多いようなので、学校職員全体の課題として、さら
なる協力体制が整った環境づくりに努めてほしい
・先生方の仕事を可視化するべきだと思う。そこから取捨選択しなが
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妥当：１２件、妥当ではない：２件、無回答：１件
・デジタルシチズンシップ教育への宣言は今期の熟議のテーマでも
あり、連雀学園として進めている取組と思うが、各校で「宣言をした」
とする状態に差があるので、統一した基準で評価した方が良いと思
います
・デジタルは大人のモラル低下がみられると思われる。手紙等で伝
えても読まない保護者もあり保護者会や学校公開時など保護者参
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休み時間、毎日30分。月に１～2回の六スポ（運動遊び）、そして体
育学習の積み重ねで、学校が楽しいと答えている児童は90%を超え
ている。また体育の授業が楽しいと答えている児童も95%を超えてい
る。体璃調査の全国平均との比較では、多くの学年で平均値を下
回っている。これかからも、運動の楽しさを十分に味わい、生涯にわ
たって健康に過ごそうとする態度を育てていく。（体力調査結果をあ
げることだけに注視しない）

妥当：１３件、妥当ではない：１件、無回答：１件
・体育授業の意味付けを行うことは重要と思います。一方で体力調
査を評価の基準とするなら、目標値の水準を下げるなどの変更が必
要と思いました。
・学校が楽しいことと体育の授業が楽しいことが、並列で述べられて
評価されている点が分かりにくいと感じました。
・学園で活動の共有し、満足高かった活動などを学園内でも取り組

4

コロナ禍ではあるが、児童が主体となった学校行事の実践はもちろ
んだが、道徳の授業を計画的に行ったり、年3回のふれあい月間（6
月11月2月）を中心にいじめや人権について注意深く指導してきた
ことで、学校が楽しいと答えている児童は90%を優に超えている。子
どもを笑顔にするプロジェクトは3学期に開催する。またアスリートや
パラリンピアンを招いての学習もこれから予定している。

妥当：１５件、妥当ではない：０件、無回答：０件
・道徳の授業や、いじめや人権について注意深く指導すると、学校
が楽しくなるのでしょうか。因果関係がわからず、この点は不明でし
た
・学校が楽しいことは素晴らしい。授業の満足度も同様に伸びる授
業の取組に期待します。
・いつもボランティアで行くと子どもたち皆楽しそうにしているのでこ
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2年生から4年生までは年度当初から習熟度別算数の学習ができた
が、56年生の算数習熟度担当講師が決まり、授業が開始できたの
が９月末からであるので、学校全体としての実施率は80%程度にな
り、「３」という評価になった。学年での個別指導や三鷹地域未来塾
などの活用で、到達度50%以下の児童は10%以下である。

妥当：１５件、妥当ではない：０件、無回答：０件
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全ての教員がタブレットを使った授業を実践している。教師からの資
料提示が多い。また児童の授業に対する満足度も高い。今後は児
童のプレゼンテーション、相互評価場面での音声録画の活用、意見
交換アプリの活用など、家庭学習も含めたICTのより効果的な活用
を進め、個別最適な学びと協働的な学びをさらに実践し、学習への
意欲を高める。（学習アンケートから学習への意欲を肯定的に捉え
ている児童が60%台のため）

妥当：１５件、妥当ではない：０件、無回答：０件
・講師の先生方にも一人一台のタブレットが必要だと思う。
・「教師からの資料提示が多い」はどのような意味でしょうか？肯定
的、否定的どちの意味合いなのか分かりにくかったです。
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妥当：１５件、妥当ではない：０件、無回答：０件

MI MIMI

妥当：１３件、妥当ではない：１件、無回答：１件
・ジョイナスの活動、企画について、CS全体で考える機会があっても
良いのではないか。
・独自企画が具体化されてない中、本当の3月までに実施されるの
か？

教室開放を始め校庭開放・図書館開放、雨の日の体育館開放な
ど、放課後に子どもたちが楽しく・安全に過ごせるよう毎日開放して
いる。（コロナウイルス感染症で学年閉鎖になった時のみ開放事業
も中止した）また虹色キッズクラブ主催の囲碁教室・習字教室、大学
生と遊ぼうなどプログラムも定期的に実施できた。今後、さらに新た
なプログラムを計画している。

妥当：１４件、妥当ではない：１件、無回答：０件
・目標設定に対応した数値結果と、それに対する評価がなく、根拠
不明のため、妥当でないとした
・問題なく妥当であると思います。新たなプログラムに期待します。
・六小の放課後は充実していると思う。

毎月のCS委員会でのジョイナス関係の報告は行ってきた。また一中
での漢字検定や英語検定、各小学校での漢字検定も計画通り進ん
でいる。まだSCとしての評価結果は分からないが、ジョイナスとして
の独自企画がなかなか進まないことから、成果指標は高くないことが
予想される。3月末までには実施予定ではある。
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・1学期に実施した5年生の選択交流学習、12月に実施した4年生の
選択交流学習とも、参加した児童の満足度は高かった。10月から11
月にかけて各小学校ごとに行った一中体験は、この状況の中ででき
る効果的な方法で実施できた。次年度に向けては、時期を変えて一
中での授業を行いより児童の思いを汲んだ方法で計画する。

未 3
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未

○宣言にとどまらず、行動自体を自らが律していくよう、定期的
に使い方を見直す機会として、次年度の「情報モラル教育用ア
プリ」を活用していく。また、授業内での活用を通して、学習や仕
事に使う「ツール」だという意識を児童・生徒に醸成していく。

○児童・生徒の学びや熟議などの取組みを、保護者がより深く
理解できるよう、ＣＳ広報誌だけでなく、ＨＰの活用も図り、周知
の機会を増やす。

○日常の外遊びについては、感染症対策と規模の大きさ故、半
分の児童しか遊べない学校もある。体育館の活用など工夫し
て、生涯にわたって健康に過ごそうとする態度を育てていく。

○全国平均との比較では、多くの学年で平均値を下回ってい
る。運動の楽しさを十分に味わえるよう、授業改善に取り組むとと
もに、継続して調査の分析結果を活用した運動の工夫や働きか
けをしていく。

○各校が、それぞれの特色を生かして、健康に関わる教育活動
を充実させていく。

b4

〇コロナ禍であるが、交流学習や一中体
験などを可能な方法で実施する。

・乗り入れ授業、45年生の選択交流学
習、6年生の一中体験、連雀音楽会など
可能な限り実施できる方法で計画する。
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○定時退庁日に加えて、Ｍｙ定時退庁日を設定させるなどの工
夫により、教員の意識が高まった。テストや通知表作成の時期
には、時間外勤務時間４５時間を超えてしまう教員の割合が増
えてしまったが、６０％前後の教員が、４５時間以内に抑えられる
ようになっている。
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・組織的な課題解決力の育成を目指す
とともに、教職員の働き方改革を推進す
る

・「マイノー残業デー」の推進　管理職だ
けでなく、学年でも声掛けし帰りやすい
雰囲気づくりを促進する。

・1カ月の時間外勤務時間を45時間以内
を目標にする
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○８月１日の連雀学園の熟議、その後の全児童・生徒アンケート
の実施、１２月１７日の三鷹市の熟議など、一中生徒会役員を中
心に学園全体の取組みができた。生徒会役員による熟議の報
告を受けて、学園の児童・生徒一人一人がデジタルシチズン
シップ宣言をできたことは、大きな成果と言える。

○デジタルシチズンシップについては、CS委員会でも熟議を行
い、児童・生徒、学校・地域での理解を深めることができた。学
習アンケートや生活アンケートに質問を取り入れ、その結果と考
察をCS広報誌で示すことができた。
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・SDGsに関した取り組みを一層進めた
り、シチズンシップ教育を年間をとして進
める。

・CS委員会、連雀4校の児童会・生徒会
が中心となって、デジタル・シチズンシッ
プ教育の取り組む。

・4月に年間の予定を立て、子どもも大人
も参加できる体制をつくるとともに、CS委
員会でも熟議を実施する。

※項目例
・特色あるキャリアアントレプレナー
シップ教育
・デジタル・シティズンシップ教育
・現代的な諸課題に対応して求め
られる資質・能力の育成
（伝統や文化に関する教育、主権
者に関する教育、法に関する教育
など）
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○毎日の体幹を鍛える運動や休み時間の持久走、なわ跳び、
運動遊びなどの取組みが、コロナ禍でも充実して実施できた。

○体力調査の結果は、令和３年度に比較して微増であった。三
鷹市の平均以上となっている種目も多い。体力調査の結果を分
析して体育の学習に意識して取り入れたり、家庭にも働きかけた
りしている。

○四小では、教科の学習を発展させ、家庭にも働きかけて食へ
の関心を高める活動を、関係団体と連携して行うことができた。

・研究として体育・健康教育に取り組み、
結果として体力の向上が図れるようにす
る。

〇学校３部制の第2部について、昨年度
の反省を受け、年度当初から開始する。

・月に1度の打ち合わせ会の実施。
・学期に1度の児童アンケートの実施。
・年に1回の保護者アンケートの実施

〇年度当初に連雀ジョイナスを立ち上
げ、年間を通して活動できるようにする。

・年度当初に年間事業計画、予算計画
を作成し、計画的に進める。
・学期ごとに会長を中心に振り返りを行
い、次の計画を立てる。

※項目例
・個別最適化された学びと協働的
な学び
・三鷹市小・中一貫カリキュラム、三
鷹「学び」のスタンダードの活用に
よる授業力向上
・授業のユニバーサルデザイン化
による分かる授業の推進
・主体的・対話的で深い学びの推
進
・ＧＩＧＡスクール構想
・みたか地域未来塾をはじめとした
補充学習等

○どの学校も、道徳科の授業を計画的に行い、研究校だけでな
い学校でも、授業満足度では高い評価であった。年３回のふれ
あい月間や子どもを笑顔にするプロジェクト、アスリートやパラリ
ンピアンを招いての学習、外部専門家を招いてのQ-Uテストに
関する研修など、児童・生徒の自己肯定感を高める取組みが実
施できた。

○ケース会議や関係者との連携をしながら、具体的な手立てを
とったり、教員研修の機会を増やして内容も工夫し、児童・生徒
の問題行動に早期対応したり、備えをつくったりすることができ
た。
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心身ともの健やかさを育む学校①
・道徳教育の充実
・教育支援の充実
・オリンピック・パラリンピック教育レガ
シーの実践

○自己肯定感を高めることは容易ではなく、はっきりとした数値
で表すことが困難である。ハイパーQ-Uテストを学園で導入し、
他のアンケートとの関係も考えながら、児童・生徒の心の教育に
関する取組みに生かす。

○引き続き、実践力につながるあいさつ運動の充実を図るなど、
保護者・地域も児童・生徒を見守るコミュニティ作りに努め、児
童・生徒の豊かな人間性を育む。

w

※項目例
・基本的生活習慣の確立
・体力向上、健康にかかわる内容
（食育）等

○初年度の成果と課題を、２年目の研究につなげて、さらに個
別最適な学びと協働的な学びを推進する。

○教員不足の影響により、算数の習熟度別指導をできない時期
のあった学校がある。ICT機器の活用など、指導技術を高める。

○タブレットの活用場面は、資料提示や調べ学習に使用する割
合が高い。プロジェクタの導入や個別最適な学びを考えれば順
当ではあるが、様々な場面で活用できるようにすることで、さらに
主体的な学びにつなげていくことにも努めていく。

○学園研究会や各推進委員会は、集合とオンラインを併用した
ハイブリット型で進めることができた。

○１学期に実施した５年生の選択交流学習、１２月に実施した４
年生の選択交流学習とも、参加児童の満足度が高く、１０月から
１１月にかけて各小学校が行った一中体験も、コロナ禍でできる
効果的な方法を工夫して実施できた。

○乗り入れ授業は、できる限り実施することができた。引継ぎ書
の活用により、継続した指導につなげることができるようになって
きた。
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〇コミュニティ・スクールを基盤とした小・
中一貫教育を推進し、９年間の義務教
育の学びと１５歳の姿に責任をもつ学校

・年間を通した六スポの実施、30分昼休
みの導入などとともに、体育や保健の授
業改善に取り組む。
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〇地域・家庭の信託に応え、よりよく学校
の役割を果たす開かれた学校

〇個別最適化、ユニバーサルデザイン
の授業（どの子にも分かりやすい優し
い、易しい授業）を目指す。

・2年生からの習熟度別指導、中学年か
らの教科担任制、一人一台のタブレット
PCを活用した指導法、学習環境等の工
夫・改善及び家庭学習の充実を図ること
で、個別最適化された学びと協働的な
学びの実現を図る。
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○各校の実態に合わせて研究教科等を選択することにより、児
童・生徒の学力向上につながる授業力の向上が図れた。

○教科担任制で教員の強みを生かしたり、「地域未来塾」や個
別指導で補充学習をしたりすることにより、児童・生徒の学力の
向上につなげることができた。

○学園の全教員が、学習用タブレット端末を活用した授業実践
ができている。児童・生徒も授業中にタブレット端末をよく使って
いると８０～９０％が評価している。各学級へのプロジェクタの導
入も、活用を後押しした。
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〇学力向上を保障する学校
「分からない子をつくらない。」

・東京都小学校体育研究会や東京都健
康教育推進校として、研究をすすめる。

第２回評価

〇子どもの自尊感情・自己肯定感を大
切にした授業、教育活動を行い、高めて
いく。
〇・児童の自尊感情アンケートの結果を
分析し、個々の指導に役立てる。

・特別の教科「道徳の時間」の授業を充
実させたり、子どもを笑顔にするプロジェ
クトに参加したりして、自己肯定感の向
上を図る。

q a9 c5
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○校務のスリム化には限度があるが、できることを見つけ次第ス
リム化していく。また、教員個々の仕事のスタイルを理解しなが
ら、対話することにより、メンタルケアを欠かさないようにしていく。

来年度の重点課題を解決するための改善方策

成果 課題と改善方策
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○六小については、教室開放など放課後の居場所づくりが順調
に進み、他校でも教室改修や保護者・地域との会合が進んでい
る。現在行っている開放には、８０％以上の満足度を得られた。

○デジタルシチズンシップの取組みへは、児童・生徒会の連
携、CS委員の協力を得て、市全体の熟議に参加し、各校で「デ
ジタルシチズンシップ宣言」を一人一人の児童が行うことができ
た。

○推進員やサポート部の協力を得て「職業人の話を聞く会」を
実施するなど、協働しての交流活動を再開できた。

○協議会の機会を確保し、研修講師も招いて学園の育てたい
児童・生徒像について、委員で考えることができた。

※項目例
・スクール・コミュニティの創造に係
る内容
・コミュニティ・スクールの運営に係
る内容
・地域との効果的な連携に係る内
容（関係機関との連携、教育ボラン
ティア等）
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○学園研推でまとめた成果と課題を各校が深く理解し、２年目の
研究につなげていく。

○交流活動は、実施の方向で最初から工夫する。時期を変えて
一中での授業を行うなど、児童の思いをもっと汲んだ方法で計
画する。

○コロナや教員不足の影響により、乗り入れができなくなること
は防げない。実際に、欠員が出て乗り入れ指導ができない状態
があった。少ない回数であっても成果につながるよう、さらに引
継ぎを確実に行う。

（
徳

）
豊

か

な

人

間

性

様式7（市教委報告用）

令和４年度  連雀学園  三鷹市立第六小学校  　学園・学校評価報告書

このことについて、下記のとおり報告いたします。

○CS委員会の充実やＳＣ推進員の活用及び学校三部制の第２
部である放課後の教室開放をさらに進めることにより、スクール・
コミュニティの創造を継続して目指す。
○「知的コミュニケーションを生かした学習指導の工夫」をテー
マに、２年目の学園研究を充実させ、学びに向かう集団作りをす
すめながら、授業改善に取り組む。
○学園全体で導入するＱ-Ｕ調査を基に、よりよい人間関係づく
りに努めるとともに、児童・生徒や地域学校協働本部の活動の
活性化により、交流活動を充実させる。

学校の経営目標
（中期目標）

第１回評価

来年度の改善方策　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

〇CS委員会での熟議や、子どもを含めた熟議、教師やPTAによる熟議を通して、連雀版学びのスタンダードの改訂を行う。
〇年度当初から連雀Join usの活動計画を立て実施する。
〇日本保育サービスや虹色キッズクラブとの連携を深め、教室開放の新たなプログラムを開発、実践する。
〇ハイパーQUの研修会を行い、人間関係創りについて学ぶ場を設定するととともに、学園研究を通して、個別最適な学びと協働的な
学びを目指した授業改善を行う。
〇東京都健康教育推進校として、体力の向上はもちろん、健康の保持増進に向けた取り組みを計画・実践する。

取組
項目

今年度の重点目標
（単年度目標）

学校評価　※学校ごとに記述

今年度明らかになった課題 　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

〇CS委員会での熟議や連雀Join usの活動を一層推進し、スクール・コミュニティ構想を進める。
〇学校3部制の第2場が軌道に乗ってきている。更に新たな企画を行うなどして子どもたちの生活を豊かにする。
〇よりよい人間関係をつくり安定した学校生活を送れるようにすることを基盤に、個別最適な学びと協働的な学びの両輪を進める。
〇体力の向上、健康の増進を目指す。

※項目例
・考え議論する道徳
・いじめの早期発見・早期解決
・情報モラル教育
・生活指導等

※項目例
・三鷹市小・中一貫カリキュラムの
実施・検証に係る内容（学園研究
等）
・小学校間での授業交流
・乗り入れ授業
・児童・生徒の交流活動

a7 ・GIGAスクールマイスター及びGIGAス
クール研究開発委員作成の指導計画や
三鷹市の教員が作成した動画を活用し
ながら、タブレットPCを使って各自が自
分の課題に応じて探求学習やオンライン
学習などに取組めるようにする。。

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策 自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）


